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桑の赤衣病（Pink Disease）

遠藤保太郞

1．研　　究　　鶏

　赤衣病と嚢ふのは樹皮の表面に赤色（實は淡紅色）の皮膜を生するから名つけられたもので

ある」此病筈は各獺の樹木に亘つて廣く焚生し、殊に熟帯地方に多いρ

　ZimJnermann，　A、（1gO1）氏はジヤヴ島で之を獲見しその病原菌にOoノ廊6ゴ2〃1♂ノ濡，α〃iC7〃〃

Zゴ〃z71z．の藥名を與へたが、其後C．　Zi7111〃c／7〃CVInz　Sacc，　rl　3γ♂と改名され、夏に、0，

s（x／nionitro／drノ～．　et　B7・．と改められた。斯くC，　salmoicolorと改名された理由は、？er－

keley及びIEIr・・me爾氏lcより既に1873年に於て最初の命名が行はれて居た事をPe七c1・氏

（1911）が指簡せるためで、學名の優先礎に由來する。

此病害に就ての研究は更にZehn七ner，　：，［コ．（1905）；Bernayd，　Chべ190G）；1〈・・rclers，　S・H・

（1907）；Sper”clinew，　N．　N．（1ρ07）；W・11七h，　Th・（ユ908）；1　etelコ，　T・（1909）；Massee・G・

（1910）；？・ancrof七，　IC（ユ910）；Bant，　A．（19・・11）l　Delaeroix，　G・（19／1）等の諸氏に依て行

はれ、我i邦では爆田兼吉氏　1913）が台灘の柑橘赤衣病に就て始めて報告し、共後（1917）台

灘阿綴聴阿綴で桑（シマグハ）に此病筈の獲生せるものを認めた。　　　　　　，

　併し被害主要作物が柑橘類であるため，病名を「柑橘の赤衣病」、とし、出田氏（192鱗も之

に從つて居る。

2，塞病の分布地域ε破警植物

　主として熟帯地方に分布するけれど叉温帯地方に及ん癒ゐる。邸ち、

　　アジヤ洲では　　印度の南部，セイロン島、マレイノi鴫、育溝、九州．日本本州

　　大洋洲では　　　ジヤヴ島．ボルネオ島、ビリLソピン群島、サモア島

　　其他、カウカサス地方、西部アフリカ、西印度諸島にも分布すると云ふ。

Butler氏によれば、印度南部ec於ける被害植物は、茶、珈Pt、柑橘類、　vンゴ、楓ヘヴエ

アゴム（Hevei，　rubber）等でll寺に　ヘヅエアゴムの木は被害多く、年々2％位の損害を蒙つた

所もあると云ふo共他の地方に於ける被害植物としてはCacao、枇杷、：李．林檎．　Cocth、ラ

ンタナ、チーク、アカシアv薔薇、ユーカリ樹．クロ1・一ン等、野生品と穀培品とを問はす、

頗る多種に亘り、Rant氏が1912年にジ、’ヴ島の本病被害植物を調査し充ところに櫨れば實に

104腸141種に及んでゐる。

　澤田氏の台灘に於ける調査によればb次の如き諸植物の幹枝に機病すと云ふD

　　想思樹、きわた、ネ・一・　9’ルオレンヂ、糧柑、濫州柑、桶柑、夏燈、ざぼん、丈旦v年柑、

　　たいわんれんげう、いち賦、きんきじゆ（金；・ne糊’）、くちなし．たうをがたま、しまくは、

　　けうちくたう（爽竹桃）、さんゆうくわ（三友花）、せいやうりんご。

　就中、柑橘類の如きは被警著しく全樹数の二割以上に逮した事あり、叉阿総臆蕃薯翼街の想

思梱のJIE木は之がために二三割も枯れたことが有つたと云ふo

3．病　　　　　徴
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　］3u七1er氏のヘヴーzアtfムの木、澤田氏の柑橘美頁の赤衣病に就ての観察を基礎として、先づ

一・ﾊ的病徴を記さう。

　病徴瞭初喉の周部に現1・Uttるのが普通であるが、又分岐部力・ら始つて太嘲幹をも侵害

する。被害程度は植物の種類、樹齢、磯育状態等によりて差異あるも、小技は大概被害部に於

て樹液の繍を幽1さ編ため需婁部以上の葉臆速か爆蹴來し隔の髄歓燧に枯

死するものである。太き樹幹に彊熊した鵬合には病勢は左程急激に蓮行せす、稻々慢性的とな

るが、ゴムの木では病斑部の腐蝕によつて内部から孚i、汁が漏出ずるから直ちに共個所を知り得

る。

　本病の獲作及び経過は季飾と緊密の關係を保つもので、印度でばMo蛉oohの吹く雨期に、

叉台灘でも雨期後烈しく蔓延するのが常である。

　病原菌の審生によつて生じた病斑部には、初め樹皮両に次白色の薗綜が密着して蜘蛛の集釈

に撰がり・3く共一郡分は梢々堅行して旬旬する。日を縄るに從ひて表面の薗緑は一旦酒滅する

が・夏に内攻して寄主の組織を侵害し、後樹皮面へ縦列浩くは轍在する皮剛伏次白色の小疹を

多獲する。此時期に至れば菌懸は木質の深翻及び髄線の組織中へも蔓延し、木質導管中には填

充体（「　励）se・）の形成を見る。

　斯くて被害部の枯死するや、菌綜は再び樹皮面に据がり田でて淡紅色、緻密、卒滑非薄なる

膜暦を形成す。その磯遽は水漁の最に支配され、逓例雨水の停滞する枝の下側面に多く生じ直

立せる幹では；1ヒ圃の日蔭の部分に現はれ、3く屡々全周面を被ふことあり、共縁経は制限なく櫨

がり、時としては鍛尺の範團に亘る。

此の淡紅色の膜暦は本病の病徴として最も顯翫もので、古くなれば直角的1で縦横の緻を

空じ、色は紅色から岱黄色を継て次第に裾色する。印度の聾〔alaya地方では共稲裂が象形文宇

に似て居るところからe‘XVrlt，ing　fuUgUS”と呼ぶと云ふ。

　術一旦罹病した枝幹にして枯死に至らざるものでは、病斑部の周圃に癒合組織が幽來て癌腫

（Cauker）欣をなし、中央に稜粥せる木質部を露出するも、病原菌の膜暦は乾からびた樹皮と

共に剥離して了ふ。

　それから被害樹の上郡枝幹の精死に封する代償として根際から多数の蘂が焚生して來るが、

之は樹ヒに病害の存否を識るの目安となし得るものである。

　4・病原菌の所廃及び形態

赤衣病菌伽勧〃〃認・〃・7・ico／・・£et蹴剛啓子菌綱（B・・iclionz）icelcJs）の雌科

（Tthe／epliomreae）　に驕するものである。

本菌の獲育形態には大休四通りあり、菌の爽育緻脈伴ぴ共等力噸次に油長的に形成される

事と、3ζ全く無關係に磯生瘍所を異にする事とある。その四通りの機育形態とは、

（1）榮養菌綜時代　本菌の鞘初期に需抽樹皮の…緬に絹襯の白色菌綜を蜘蛛の鰍に

窒らすもので・菌綜は魑多の室胞を含み節膜をそなへ直樫4－141・e、普通8－10／xあり、菌綜闇に

ヵスガイ蓮絡（Clarnp－Gonnect，ion）が見られる。

　（2）菌綜塊時代　　菌懸が樹皮の下へ侵入して寄主の組織を腐蝕し、次で皮同の如き白色の

小菌綜塊を形域するQ之は樹皮を破りて繊没し多ぐは縦列をなせども、叉散生するものあり、

之を構誠する儂柔組織の谷菌綜細胞は多角形で直径7－18μある。

（3）c・・’t，iei・m（樹皮菌）il・￥代　之は本薗の結實体であつて、樹皮敵薄い淡紅色の膜暦を

なすものであるが、その基礎膜は弛く編まれた菌綜から域立ち、表層は子實層と菰ひ、緻密に

並列せる播子嚢及び側綜よりなるo
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　櫓子嚢は棍捧欣で澤Frl氏の濁」定によれば大さ24－135×6．5－］O／1あり、共頂端に2－－4箇の小

柄（5弓七erigln鼠七a）を出す、その先端は漸尖し3－7　x　1，5－2．0μあり。搭子は楕圓或は倒卵1伏に

て基部に微小突趙あり。無色、輩胞，、亭滑にして大V・さ9　－17×7－12μ普通9－11×7－9μであ

る。

Pe七ch氏（1909）のll｛腱1こよれば、櫓子嚢上の小柄の長さは4－－6y・胞子の大さ9－12×6－7【・

で、前記澤田氏のものとは多少の差異があるも測定誤差と見倣して良からう。

　（4）Neaa七〇1’時代　　1897年頃馬來地方に於て珈瑚…の病害’として磯生せる標本が英國Kew

植物園に逡附されM購see氏は共巧符原菌を　Ne∵alot漉6ノ’L’t7tSと命名したがBm1七氏は純

弊屠養の接種試瞼を行ひ。Neeatorを接腫すれば軍にNeaa七〇1’落くは・Cor伽iUlnを別々に

生するか或は爾春を同時に生す、叉（Joi’七icuimの接腫1こよりNec麟orも嚢生する事を認め、

結局1　af　gee氏のハを6妬o〆滅ノ6／T々∬なるものはCoxXicl．’〃〃sal7／tonic”o／oi’の一・世代に過ぎ

ないことを朋かにした。

　此Neca七〇r時代も一種の耳包子を生するもので、共結實休は前記の菌綜塊の如きtElewt形の子

坐をなし直径1／2乃至2～3mmあり、僚赤色を呈して居る。その子坐は｛爲柔組織から成り表暦

部は軍細胞の胞子に分れる、各胞子は梢々多角形をなし大小不同で10－3・5×7－1距の大さあり

水中で容易に獲芽し1乃至藪本の磯芽管を伸ばす。

　澤田氏は此Necator博代に就て何等育及して居らぬ。

5，標本及び所見

筆蔚の受領した標本の探集者、病害稜生地、年月口等は次の如くである。

（1）鹿兇島縣鹿兇島郡伊敷村大字比志島に於て大正十三年十一月同縣技手夢己玉氏が探集した

　　　　　　　　　　　　蟻煮で壽

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　w

第一圖　被害枝幹　（左）樹皮而に菌縣（キ）及び菌綜塊　　第二岡　蔚綜上に生じたる換子礎、小
　　（カ）を生じたるもの（右）COrt1Uml晦代の膜雁｝（コ）　　　　　柄及び1泡子　（今村遽藤）
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ものを鹿鵬高等農林學校助教授木脇勲量氏よ鵬購されたもので、桑の一年生枝條の枯れて

赤褐負を呈せるものの宇側面にCOI’ticiUlll時ftの次色薄暦を見る。

（2）兵庫縣城囎購瀧付喋喬オ環園畷生したるものを聯巳年二月二＋五胴縣灘試

鵬技手燃螂氏より繍された2－3轍ぴ5一昨を雛服條で、榮養菌紘菌纏
Co瑚ciumの各時代を認め得るもNeca七〇r時代は存在せす。

z’に就て鰍窒の鰯躍眠が鏡槍測定し漸によれぱ、榮養菌綜の太きは5－6，aで50－75μ

毎に節膜娯へ屡・撒蘇の齢が’rM行に喉して鰍束（Myeelia1　1・uud1・）を形成し其

太さ80－100μに及ぶ。CortiGiumの膜暦は未熟のもので1　OO～・150，aの厚さあり、下部の樹皮面

に近き厨は菌綜が横にf田陶し居り、それから略i垂直の方向に分岐して中暦をなし、更に複難な　　’

る分岐を重ねて上部の子實層を形成してゐる。子實層未熱の爲正規の櫓子嚢及び胞子を槻察し

得ざりしも・樹皮面を定れる菌綜の所々に不完全なる櫓子嚢帥ち形欺不定にて頂端に1－3本の

小柄を生ぜるもの或は菌緑の剣面から直擾小柄を出したもの等を認めた、、小柄の長さは4一飾

位である。

胞子40個の測定結果は次の・通り。
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　以上の観察によの筆者の受領したる標本はCorticiltlfz　sa／monlcolorに該當することを知

る。3く澤田氏が台爾に於て稜生せる事を報告されたものと同種の病原菌をrt本内地（鹿兇島浜

nti）の桑樹に就て撒認め、赤衣病の分布地域が更に拙大され、櫛離35．5慶（兵庫）に及ぶe

とを明かにし得たのである。

　6　Corticinm　roseum　Pers，との比較

三宅市郎氏が大正五左講業試験響長告第一鱗五號の「桑の菌類に就て．．1護表され刻・に

c・rliciit711　7’…襯r職なるもの励、寄生部は枝轍弓牒地は藤附綾部町（大正1～吟四

月二十六FD・桑以外諸種の樹木に寄生（］3erlese氏に糠る）、海外に於ける分布は殴、北米、

此菌は桑の全く枯死したる部分に結實休を作る、其色名の示すが如く諮薇色なるより、容易に

他の菌と麗別し得べしと記されて居る。

　探築地が京都府で前記の兵庫縣の獲生地と隣接して居るから或は同種のもので無からうかと
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疑問が起る。併し詳細なる形態上の記・険が無いため不朋であるが・Clement，g，　，　S　heftv爾氏共著

の“The　Genc］ift　of　B”　UMgi”に圃解せるものを見るに胞子の形態金く異り長楕圓形を呈し

6＿－7×2．t）～3，tz位であるからC，　sal〃iOtt？「co／orとは全く別種であるQ

　　　7e防　　除　　法

　　Bu七leτ氏がヘヴエアゴムの木等に就”で研究し陀所によればb

　　（1）本菌は爾季に於て蔓延を逞うし好んで蔭漁の傷所に焚生するものであるから、此病害豫

　防i！kの一一一策として放るべく蔭影を少なからしめ・塞氣の流通をよくする鳳樹を疎植となし・

’　間作を慶し、且つ排水法を講じて土地の乾燥を圃るべきである。

　　　（2）雨季に入る直前にボルドウ液を撒布すること。ボルドウ液の濃度はb硫酸銅6ボン・ド・眉

　　荻4ポンド、水45ガロンの虞方のものが適當であるが、特に雨の多い地方では合剤の粘着力を増

　　させる爲に樹脂を添加したものを胴ひる。共製法は、

　　　　　汚ヒ潅箋ソーダ・9・門・…鱒…一騨・…一…・一一・…一・・・・・…－r・一・・1ボンド

　　　　樹脂・（CommOll　yesin即ちColopll（）11y）…………2ポンド

　　　　　水………・・……・侃…………・・…・………………………1ガロン

　　　先づ水を煮沸させ曹達を加へ、それが溶けたらば、樹脂を加へ掩絆しつS－・時間許り煮て、

　　後冷却せしめ、24ガロンのボルドウ液に1ガロンの割合に漉合する。　　　」

　　　ボルドウ液の撒布は賠v樹｝噛比特に必要である。喬木reは水灘の溜る枝分れの部分カミ最も

　　侵され易いから注意して撒布すべき’である。　　　　　　　　　　　　’

　　　（9）既に羅病し病徴の現れた場合には、被審部から二尺位下で枝幹を切噺しなくてはならぬ。

　　翠に被害部の樹皮のみを搭ぎとり傷口をボルドウ液やタールで漕憲しても触り効渠のあるもの

　　ではない。

　　　切りとつた病伎は共瘍で焼却し、鋸や小刀は過マンガン酸加果で淘毒する。

　　　切獅した伎幹の小口は傷摸害生菌烈ま木材腐朽菌の侵入を防ぐ7aめタールを塗抹するがよ

　　　い。以上の如き防除法は桑樹に封しても共まま適用さるべきものである。

　　〔二白〕本病害の標本を途附され疫る木脇寅熊、佐藤四邸爾氏及び實験上多大の助力を輿へら

　　　　　　れたる今村良郷氏に深甚の謝意を表す。

　　　文　　　獄

M。，，e。．　G．　－Di、e、，e，。C　C。1ti》。t，d　PI。。t・銭・亡丁，ee・，．1910

’澤田兼吉一耕橘赤衣病（台濁農事諏7報第八〇號）1913

『・同　　上一一脅灘簾菌類調査報告第一編　1919

－Butler．　E．」。一一　Fungi　and　Disease　itl　I’lants．ユ918

倒田　　菊「一績日本＄ft．4勿病王里辱＆」下雅｝1926
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On the Pink Disease of Mulberry Trees.

Yasutaro YENDO.

（Beaei’vecl　Sept．14，1932．）

　　　Thさpink　disease　is　caused　by　Ooプ漉～7〃ノe’sal〃zonico／or　B．　eafβフ～which　beIongs

to　the　Camily　q糞Thelephoraceae　among　Basidiomycetes．

　　　Many　authors　ha▽e　b33n　repりrtei　that　this　parasite　attacks　several　plants，

・r・Pggi・11y　Hgvea・・bわ・r・cac4・1・t・・in　th・t・・pi・al・・u・t・ie・・ca・・si・g・e・i…s

datnages：　　　　　’

．．1
C．、

DJn抑真1瞭・S・w・d・f・・繭tf・・聯・1y　lnF・・m・・a・nth・・tem・f・；・i・1二

berrシtree　a血ong’various　hっst　plants．　Our　Spec｛mens　were　co11ected　in　the

　prefectures　Kago3hima　and　B［yδgo，　both　sitし1a七ed　in　the　ternperate　region，

shDwing　the　northern　Iimit　of　propagatiorl　of　this　disease，

　　　The　invaded　1nulberry　branches　are，．aqcording　to　the　groW加琴stage　of　the

fung…（1）、　cg・erecl’　with・ilky・t・・ile　hyph．ae・・myce1三・1　b・nd1・，s；（2）b・a・ed

函inute　mycelial　masses　erumpent　from　slits　of　the　bark　just　like　as　lenticels；

③provided，with　a　thin，、血enbranous，　fresh－coloi’etl　hymenophore、．especially，

6n　their　shaded　lower　surface．　The　so－called　Necatgr　stage　was　not　present

in　our　specirme耳s．，　Mor母over，　no　typical　basidium　was　obser∀ed，　except　some

irregular　unperfect　forms　with　1－3　slender　sterigmata　at　the　end；the　Iatter

being　measured　4－6μin　length　and　sometimes　develops　directly　at　a　side　Qf

the　hyphae．　Bas三diospores　piriform，　apiculate，　hyaline，10．5×7、8μin　average．


